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１．事業名 宇都宮市内（主に帝京大学宇都宮キャンパス・豊郷台周辺など）におけるゴ

ミの量，種類，場所の分析とゴミ拾いロボットの製作 
２．実施時期 2022年7月～2023年2月 
３．実施場所 大学の近くの歩道，公園，公共施設の周辺 
４．事業の内容等 活動の概要： 

 申請者らの研究と関連させて，地域社会のために帝京大学宇都宮キャン

パス近くの歩道，公園，公共施設の周辺においてゴミ拾い活動を行う．そ

の片手間に研究用のデータセットを取得する．拾ったゴミについて，場所

毎の量や種類などを分析し，地域住民と通学している大学生に対して情報

発信をすることで，地域におけるゴミのポイ捨て問題について意識を高め

てもらう． 
具体的な活動内容： 
豊郷台中央公園や大学周辺の歩道にて，2022年8月8日，9月6日，12月26

日の計3回ゴミ拾い活動を実施した（参考資料a，b）．活動にて撮影した記

録写真や動画をもとにゴミの量や分布などの分析を行い，その結果と研究

の進捗を併せて第19回大学コンソーシアムとちぎ学生＆企業研究発表会に

て発表した（NSKナカニシ賞受賞）．また，とちぎテックプランターにエン

トリー申請した．その後，とちぎテックプラングランプリ2022においてフ

ァイナリストとして発表して，行政・地域の企業等と意見交換するなど交

流を行った[1]．これらの成果を含めて，地域におけるゴミのポイ捨て問題

に関するポスターを作成して大学にて掲示した（参考資料c）．2023年3月18
日のオープンキャンパスなどで外部の方々に見てもらう予定である． 
 
[1] とちぎテックプラングランプリ2022, https://ld.lne.st/tochigi/tp_tochigi2022/ 

５．事業の成果と

今後の課題 
活動の成果： 

ゴミ拾い活動を通して地域の美化に努めることで地域住民へ直接貢献す

るだけでなく，ゴミのポイ捨て問題について地域住民や通学している学生

に情報発信をしたことで意識を高めてもらうことができたと思う．また，

ゴミの分布などを分析したことで，「ゴミ拾い自律移動ロボットの実現」

に向けてロボットが拾えるゴミがどのようなものか，あるいはどのゴミを

対象にするのかなど，研究の具体化が進んだ．これらの活動を通じて，地

域住民，本学学生，行政・地域の企業等の理解を得ながらロボット開発を

する一歩となった． 



今後の課題： 

 分析結果をもとに，ゴミ拾いロボットを実際に開発して学内環境からテ

ストを行い，実際の現場でも実証実験を行う必要がある．また，実証実験

を公の場で行うことで，地域社会に理解を得ながら活動範囲を広げて技術

レベルも上げるように，徐々に研究を進める必要がある． 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 
   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 
   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペー

ジへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきたいと

思います。 
 

添付書類1 
a. ゴミ拾い活動の実施場所 

 
出典：国土地理院，https://maps.gsi.go.jp/  

  



添付書類2 
b. ゴミ拾い活動の様子 

  
2022年8月8日の様子 

 

 
2022年9月6日の様子 

 

  
2022年12月26日の様子 



添付書類3 
c. 作成したゴミのポイ捨て問題に関するポスター 
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